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���a� � A �� 質量保存則．� � �式� 連続の方程式
�b� � B �：運動量保存則．� � �式：運動方程式
�c� � Euler的記述：物理量を時間，空間の場の関数として捉え，流体
運動を記述する方法．
� Lagrange的記述：流体を無数の仮想的な粒子（流体粒子と呼ぶ）
の集団とみなし，流体粒子の運動を追跡することにより，流体運
動を特徴付ける記述法．

�d� � �

�t
について．

空間的に固定された点における場の時間変化率を表す．

� D

Dt
について．

名称：Lagrange微分．流体粒子に付随した物理量の時間変化率
を表す．
� 互いを結びつける関係式：
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�g� � � � �について．
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ここで，第 �式の左辺第 �項の変形は �e�の結果を，第 �式から第
�式への変形は �d�	 �f�の結果を用いた．
したがって
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���について，�d�の関係式を用いれば，直ちに
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�� �コメント：ベクトルとスカラーの区別がついていない人がかなり多
数いました．もう一度ベクトル解析の復習をすることを薦めます．�

�a�静止流体中では v � 
 なので，これを ���に代入すると

��

�
rp � gk � 
�

上式を x� y� z 成分について書き下すと，それぞれ
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となる．第 �，第 �式は pが x� y に依存しないことを示しており，
したがって第 �式の偏微分は常微分として書くことができる．す
なわち，�若干整理して�
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�b�静水圧平衡の式
�c� dp

dz
は単位体積当たりの流体粒子に働く，圧力に伴う力（気圧傾度

力）．�g は単位体積当たりの流体粒子に働く重力．
�d�静力学平衡の式を z � � まで積分するとZ
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ここで，z � � では大気は存在しないと仮定すると，p��� � 


そこで，
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を得る．
上式左辺はある高度 z における気圧を表し，右辺は，底面積が �

�m� で高度 z よりも上空に存在する流体の重さになっている．
もしくは z � 
 として地上気圧は地上の面積 � �m� の上空にあ
る流体の重さ，と表現してもよい．

�� DT
Dt

� �T
�t

� v �rT の関係式を使って，�T
�t
を求める．観測所で観

測している人は Euler的視点で物事を眺めている事になる．
東，北向きをそれぞれ x� y 軸の正の向きとする．x� y 方向の単位

ベクトルを i� j	 風速 v の x� y 成分をそれぞれ u� v とすると北東風
はMKS単位で v � ui � vj	 u � ��
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と表される．
温度は北向きに ���
Kkm�� で減少していくので，rT � �T

�y
j，
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空気塊は � �Kh�� の率で温まっているので，DT
Dt

� �Kh��．これ
より，
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観測所では �����
�� �Ks��（または ��� �Kh��）で気温が下がる．
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